
ＰＣクラブ資料 2011  

 

1 

イインンタターーネネッットトをを楽楽ししむむ  

Google  活活用用ののテテククニニッックク（（２２））  

  

■物事の意味を調べるテクニック 

物事の意味を調べるときは「とは」検索を使うと便利です。 

  検索のキーワードの後に「とは」を付けて検索すると、その結果は大きく違ってきます。 たとえば 

  「SSD」の意味を知りたいとき「ＳＳＤ」だけで検索すると 

検索結果は 76,800,０００件 

で上位に出てくるのは価格や 

販売サイトが出てきます。 

ここで「とは」を追加すると結

果は4,210,000件に絞られて 

ＳＳＤに関する解説サイトが 

上位に出てきて容易にその

意味を知ることができます。 
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■あいまい検索の「*」を使う方法 

調べたいことで前後だけを覚えているあいまいな言葉を探す場合たとえば「優良住宅なんとか制度」などと

云ったあいまいな言葉の正確な言葉を探したいときには＊(ｱｽﾀﾘｯｸ)を使う方法があります。 

このなんとかの代わりにスペースできぎって区切って半角のアスタリックを使って「優良住宅 * 制度 」と指

定します。 すると『優良住宅』に始まって何らかの言葉が続き最後が『制度』で終わる言葉という特殊な

キーワード指定ができます。 その結果下記の様なサイトとリンクした情報を得ることができます。 

 

 

■特定のフレーズを含むページを探す方法 

ある文言を一時一句違わずに含んだサイトを探す場合はフレーズ検索の方法があります。 

たとえば“高速道路の無料化に賛成”とキーワードの前後をﾀﾞﾌﾞﾙｸｵｰﾃｲｼｮﾝ(“)で区切って検索すると 

この言葉を正確に含んだサイトのみが検索されます。 もしこの方法でなかったら単語で区切ったキーワー

ドとして検索されるのでほしいサイトを見つけにくいことになります。 
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